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1. 本 吉志は ､物 J性物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､ 研 究 者 が そ
の 研 究 意 見 を 自 由 に発 表 し召す諭 しあ い ､ ま た ､ 研 究 に関 連 した
･情報 を速 や か に交 換 しあ うこ と を 目的 と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･
刊 行 され ます ｡ 掲 載 内 容 は ､ 研 究 論 文 ､ 石井究 会 ･国 際 食 言義な ど
の 報 告 ､ 講 義 ノ ー ト､ 研 究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､
J情事臣を どで す ｡
2. 本 吉志に掲 載 され る論 文 につ い て は ､ 原 則 と して 審 査 は行 な い
ませ ん ｡ 但 し､ 編 集 者 が本 吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
認 め た もの につ い て は ､ 改 言丁を求 め ､ ま た は掲 載 を拒 絶 す る こ
とが あ り ます ｡
3. 本 吉志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 誌 に引 用 す る と きは ､ 著 者 の 承
諾 を得 た上 で Privatecommunication扱 い に して 下 さ いO
投 稿 規 定
1: 雑 言志の ペ ージ数 を節約するため原稿は極 力博 幸繁 に お書 き下 さ
､lLヽ 0
2. .原 稿 は 4 0 0字 詰 原 稿 用 紙 を使 用 して 下 さい ｡
3. 数 式 ､
準
書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 定 に
ス プ リ ン トが 生 じな い よ うに適 当 を処 置 を と っ て 下 さ
しヽ O
上 ツ キ ､ 下 ア キ は梓 に 給 わ しい もの の み を指 定 して 下 さ い｡
英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ､リ シ ャの才旨走 を忘 れ な い よ うに ､ O と a
と 0(ゼ ロ )､u と nと r､Cと e､l(エ ル )と 1(イ チ )､X と×
(カ ケ ル )､u と V等 が一 番 間 違 い や す い ｡
4. 数 式 は 3行 に わ た っ て大 き く書 い て 下 さ い ｡
5. 1行 以 内 に お さ ま ら を い可 能 ′性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず 改 行
の 際 の 切 れ 目 を赤 です旨:表 して 下 さい0
6. 図 の 縮 尺 ､拡 大 は致 しませ ん ｡ 1頁 以 内 に入 ら な い 図 は原 則
と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ます ｡
7. 投 稿 後 の 原 稿 の 言丁正 はで き るだ け さ け る よ うに して 下 さい ｡
8. 別 刷 は原 則 と して 作 り ませ ん ｡ど う して も別 刷 が 入 用 な場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 位 で 申 込 ん で 下 さ い ｡ 別 刷 代
は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ます ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん ｡)
p :物 研 出 来 上 り真 数
x :別 刷 所 要 部 数 .
a :別 刷 1頁 の 代 金 3円
b :製 本 代 (別 席叫1普βにつ き) 30円
別 加 代 - (ap+ b)Ⅹ+送 料
別 刷 代 金 は別 刷 を安 耳丈っ て か ら､ 1ケ 月以 内 に納 め て 下 か い O
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を請 求 さ れ る こ と が あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さい ｡
9. 原 稿 締 切 日は 毎 月20日で 原 則 と して 次 月発 行 害意に掲 載 され ま/
す ｡
.∵.
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6月 2日 浅野氏 ｢山下研でのバンド計算のreview｣
6月 9日 久保亮五 ｢Nonlinearrelaxationandfluctuationof
macrovariables｣
6月 16日 生嶋氏 ｢Heの超音波吸収｣
5月30日 坪井忠二氏 ｢地震のEnergetics｣
o北大物性談話会
第22回 11月25日(木 1 4.00-6.00
堀 淳 一 氏 (北大 ○理 )
｢トリエステ事情｣ ､
第 23回 12月 9日(木 ) 4.00-6.00
八 木 駿 郎 氏 (北大 ･応電研 )
｢NMR からみたNaN02の相転移｣
第24回 12月 16日(木 ) 4.00-6.00
長谷川 津 氏 (京大 ･理 )
｢稀薄合金のスピン共鳴｣
第25回 12月23日(木 ) p.m.2.00-6.00
伊 東 - 華 氏 (北大 ･理 )
｢硫酸グリシンの相転移に伴 う構造変化｣
倉 田 泰 華 氏 (東北大 ･理 )
｢AnomalousGreen′sFunctionTheoryofRONDO Effect｣
第26回 '72 1月12日(水) p.m.4.00-6.00
佐 々木 豆 氏 (東大 ･理 1
｢半導体における不純物伝導｣
第27回 1月27日(木) p.m.3.00-5.00
真 隅 泰 三 氏 (東大 ･教養 )
｢ポーラロンのお話｣
第28回 3月23日(木) p.m.4･00･～6･00






石 田 宏 氏 (北大 ･理 )
｢AgNa(NO2)2の強誘電的相転移｣
第30回 5月25日(木) p.m.4.00-6･00
鈴 木 増 雄 氏 (東大 ･物性研 )
｢臨界指数は魔法の数か｣
第31回 6月 8日(木) p.m∴4.00-6･00
松 田 博 嗣 氏 (京大 ･基研 )
｢固体は超流動体になりうるか｣
第32回 6月29日(木) p.m.4.00-6･00





｢剛体球の相転移｣ 東教大 戸 田 盛 和 氏 5月29日(月)
o理論物理コロキクム
｢生物物理の問題点｣ 名大 右衛門佐 重雄 氏 6月 3日(土 )
人 の う こ き
o北大 ･物理
沢口悦郎氏 北大理 ･物理 教授として4月 1日着任
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1. Opening Lecture:Prof.J.M.Ziman (UniversityofBristol)
"WhatdowenotyetunderstandabouヰLiquidMetals?" (60分 )




























M_1･ Prof.N_W.Ashcroft (Cornell University)
"TheoriesofMelti喝 inSimpleMetals〟




申込先 : 980 仙台市荒巻字青葉,東北大学工学部応用理学教室 内
田 中 実 (組織委員会総括幹事 )
東大教養物理 :物性研究室









主任 谷 川 安 孝
下記により当教室助手 1名を公募いたします｡
応募または,適任者の推薦をお願いいたします｡
1.公 募 人 員 助 手 1名
2.専 門 分 野 物 性 理 論
3.提 出 書 類
Ⅰ) 履 歴 書
D) 研 究 歴 (論文 リス ト,論文別刷を含む )
甘) 今後の研究計画
Ⅳ) 推 薦 者 (自薦の場合にも適当な人の意見書をなるべくつけて下さ
い)
4.公 募 締 切 昭和47年8月31日
5.着 任 時 期 昭和47年 10月 16日以降なるべ く早期を希望
6.宛 先 (および連絡先 )
657 神戸市灘区六甲台町1
神戸大学理学部物理学教室
主任 谷 川 安 華
(Te1 078-871-5131内 2166)
7. ｢応 募 書 類 ｣と表記して下さい｡
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○ 掲 示 板
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○ 掲 示 板
○ 編 集 後 記
○ 基研研究会 モレキュール型研究報告
｢融解現象の計算機実験 ｣
中野藤生,矢野 武 -147
馬測真人 - 1-56
